
地球惑星科学Ⅱ 
 
(1)   大気の構造と地球の熱収支 
(2)   地球大気の循環 
(3)   大気の運動 
(4)   大気の熱力学と雲・降水形成過程 
(5)   海洋の組成と構造 
(6)   海洋の循環 
(7)   地球環境変動 
(8)   宇宙とその進化 
(9)   太陽系の成り立ちと運動 
(10) 惑星と衛星 
(11) 太陽 
(12) 宇宙空間 
http://www.ep.sci.hokudai.ac.jp/~shw/space2/ 

http://www.ep.sci.hokudai.ac.jp/~shw/space2/


密度から1000kg/m3を除いた値 

電子の偏り 
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混合層 



地球規模の海水循環 
 ●表層での風成循環 
 ●深層での熱塩循環 
  （低温で塩分が多く密度が高い極地域の海水は深層に沈み込む） 



海水の大循環 
熱と塩の密度差により駆動する熱塩循環 

約2000年かけて一巡する 



大気大循環  



地衡流：コリオリ力と圧力傾度力が釣り合った流れ 





海洋表層の流れ 

風 

エクマン層 
（厚さは十～数十m） 



西進する渦的な波動＝ロスビー波 

 

コリオリ因子の緯度による違いの
流れへの影響＝β効果 
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コリオリ因子 

運動方程式（p241-242） 

地衡風（流） yff  0







コロンブスの航路  
1492年 



エルニーニョ/ラニーニャ 

1997年11月の月平均海面水温平年偏差（左）  1988年12月の月平均海面水温平年偏差（右） 



平常時の状態 
 海面水温の高い太平洋西部では，
海面からの蒸発が盛んで，大気中に
大量の水蒸気が供給され，上空で積
乱雲が盛んに発生する． 
 
 
エルニーニョ現象時の状態 
 積乱雲が盛んに発生する海域が平
常時より東へ移る． 
 
 
 
 
ラニーニャ現象時の状態 
 インドネシア近海の海上では積乱雲
がいっそう盛んに発生する． 



http://www.data.jma.go.jp/gmd/cpd/elnino/ 

エルニーニョ/ラニーニャ情報 

折線は月平均値，滑らかな太線は5か月移動平均値．赤色の陰影はエルニーニョ現象の発生期間．青色の陰影はラニーニャ現象の発生期間． 
* 基準値：その年の前年までの30年間の各月の平均値 
** 南方振動指数はタヒチとダーウィンの地上気圧の差を指数化したもの．正（負）の値は貿易風が強い（弱い）． 



大気 - 海洋 - 陸面相互作用 

モンスーン（季節風）： 

風向が季節ごとに大
規模に変わる現象 



問題 
 

エルニーニョとラニーニャについて簡潔
に説明せよ．また，エルニーニョが発達
したときの日本付近の気象変化につい
ても述べよ． 


